夜間対応型訪問介護

オペレーションセンターサービスの内容  (案)

（オペレーションセンターを設置しない場合）

※「オペレーションセンターサービス」

　　あらかじめ利用者の心身の状況、その置かれている環境等を把握した上で、利用者からの通報を受け、通報内容等を基に訪問介護員等の訪問の要否等を判断するサービス

１．オペレーションセンターを設置しないことの説明

　　定期巡回サービスを行う訪問介護員等が利用者から通報を受けることにより適切にオペレーションセンターサービスを実施することが可能であることの説明

○　オペレーションセンターを設置しないことができる場合の要件事項

□①利用者の人数が少ないこと（利用者数：　　　人）

□②指定夜間対応型訪問介護事業所と利用者の間に密接な関係が築かれていることにより、定期巡回サービスを行う訪問介護員等が利用者から通報を受けた場合であっても、十分な対応を行うことが可能であること。（下記「２．」おいて具体的内容を記載）
２．オペレーションセンターサービスの内容
(1)　指定夜間対応型訪問介護を提供する時間帯を通じて利用者からの通報を受け付けるための方法及び体制
	


(2)　利用者の面接及び相談等を行う業務の方法及び体制

	


(3)　訪問介護員がオペレーターとして従事するにつき「訪問の要否等の必要性を判断する能力」の確保方策

	


(4)　訪問介護員が面接相談員として従事するにつき「オペレーションセンターにおるオペレータ」と同等程度の知識及び経験を有する者を配置する等の配慮の方策（日中に面接等を通じた利用者の状況把握のための方策を含む）

	


(5)　オペレーションセンターにおける通信機器に相当するもの及び利用者に配付するケアコール端末の配備方法

　　（通信機器及びケアコール端末は、一般の家庭用電話や携帯電話は不可）

	


３．夜間対応型訪問介護計画の作成体制
　（オペレーションセンターを設置しない場合には、オペレーションセンター従業者が行う夜間対応型訪問介護計画の作成業務は、訪問介護員等が行う。）

　(1)　指定夜間対応型訪問介護の提供に当たりオペレーションセンター従業者が行う利用者の面接の業務に相当する業務の方法及び体制

	


　(2)　随時訪問サービスを適切に行うため、オペレーションセンター従業者が行う「利用者の面接及び１月ないし３月に１回程度の利用者の居宅への訪問、随時利用者の心身の状況及び環境等の把握、並びに利用者及び家族の相談、助言等の業務」を訪問介護員等が行うための方法及び体制
	


　(3)　夜間対応型訪問介護計画の作成に関する業務の方法及び体制

	


　(4)　オペレーションセンター従業者の責務に相当する当該管理業務の執行体制
　　（指定夜間対応型訪問介護の利用申込みに係る調整、訪問介護員等に対する技術指導等のサービスの内容の管理業務を執行する方法及び体制）

	


